

























 『シュープラー・コラール集』Schübler Choräle (Schübler chorales) 1は６曲のオルガンコ
ラール（BWV 645-650）からなり、バッハがライプツィヒ時代に出版した鍵盤作品の曲集
の１つであって、1747 年頃2に出版された。曲集の正式名称は『さまざまな技法による６つ
のコラール』で、テューリンゲン地方ツェラ Zella の楽譜彫版技師 J. G. シュープラー 
                                                           
1 新バッハ全集では、第４部門第１巻（NBA IV/1: 86-102）とその校訂報告（NBA IV/1 KB: 127-172）
（Heinz-Harald Löhlein 校訂）。文献表示での略号は文献表の最初に挙げる。 




Johann Georg Schübler によって出版された。彼の名が出版譜の表紙に明記されているため
『シュープラー・コラール集』という通称が生じたのである。シュープラーについては後
で再び述べる3。 













 BWV タイトル（現代綴り） 原曲（成立年） 
1 645 Wachet auf, ruft uns die Stimme BWV 140/4 (1731) 
2 646 Wo soll ich fliehen hin / Auf meinen lieben Gott ---- 
3 647 Wer nur den lieben Gott lässt walten BWV 93/4 (1724) 
4 648 Meine Seele erhebt den Herren BWV 10/5 (1724) 
5 649 Ach bleib bei uns, Herr Jesu Christ BWV 6/3 (1725) 





                                                           
3 Schübler の b は p と発音され、カタカナ書きは「シュープラー」が適切である。英語圏で慣用とな
っている発音に日本語のカナ書きを合わせる必要はない。 















 1 2 3 4 5 6 
BWV 645 646 647 648 649 650（注） 
 上段 c3 g2 c1* c1 [Ch] c1 [Ch] g2 
中段 c4 [Ch] F4 F4 c3* c3 c3 [Ch] 
下段 F4 F4 [Ch 4'] F4 [Ch 4'] F4 F4 F4 
定旋律(Ch) 中段 下段 下段 上段 上段 中段 
 
略号：g2（ヴァイオリン記号）、c1, c3, c4（ソプラノ・アルト・テノール記号）、 
F4（バス記号）、*（４声楽曲で２声部が記譜される段）、Ch（コラール定旋律）、 
Ch 4'（4 フット、コラール定旋律の実音が記譜のオクターヴ上） 
(注) BWV 650 の声部配分については後述。 
 
 コラール定旋律は第４曲 BWV 648 と第５曲 BWV 649 で上声部（上段、右手）に、他の
４曲では中声部に位置し、第１曲 BWV 645 と第６曲 BWV 650 ではそれが普通に中段（左
手）に置かれている。第２曲 BWV 646 と第３曲 BWV 647 では定旋律は下段に記譜されペ
                                                           
5 表２は、（Stauffer 2015: 187）の簡略な表と音部記号の情報などを合わせて作成した。 
6 ３段譜の「上段・中段・下段」は「右手・左手・ペダル」で奏される原則であるが、左右の手の弾
き分けにはさらに実際的処置が必要なので、中立的に「上段・中段・下段」と示す。また、第６曲






























































                                                           
9 『クラヴィーア練習曲集第３部』（1739 年出版）の場合は、初版楽譜にさかのぼらない楽譜資料は
１つも知られていない（NBA IV/4 KB: 27-28）。そのことを作品の内容的・様式的考察と合わせて考
えると、この曲集の全体が出版直前に作曲された新しいものであることが確実となる。 
10 この問題はかなり複雑で、ここでは省略する。BWV 827, 830 については（NBA V/4 KB: 41-46）、
BWV 971, 831 については（NBA V/2 KB: 39-51）を参照されたい。 
11 アンナ・マクダレーナ・バッハが彼女の２冊目の楽譜帳（D-B Mus. ms. Bach P 225）に記入した「ゴ
ルトベルク変奏曲」BWV 988 の主題（アリア）が、その例と考えられる。これは出版（1741 年）と
同時期に記入され、内容は初版楽譜と同じだが記譜法や装飾音の細かな違いがあり（NBA V/4 KB: 
93-96）、初版楽譜そのものを写してはいない（NBA V/2 KB: 101-102, 108）。 
12 これはベルリン国立図書館の手稿譜 D-B Mus. ms. Bach P 566 の中の１ページ（p. 10）である（NBA 















楽」（eine regulirte kirchen musik）そのものを意味すると考えられるからである。 












                                                           
14 婚礼・葬儀・市参事会員改選など。 
15 そうでないと誤解を招く。例えば、「バッハは教会カンタータを約 300 曲作ったが現存するのは約
200 曲」は誤解であり正しくない。約 300 はレギュラー教会カンタータだけの最大数、約 200 は現存
するレギュラーとスペシャルを合算した数なので、比べることができない。 


































                                                           
18 最も重要な成果の１つは、『ミサ曲 ロ短調』（BWV 232）の後半部分がバッハの最晩年に書かれ
たと判明したことである。なお、これに先立つ第１の著書（Dadelsen 1957）は、バッハに似た筆跡を
もつ何人かの紛らわしい書き手の楽譜の筆跡特徴を詳しく述べ、混同と誤りを事前に防いでいる。 

































                                                           
21 その稀な例は『オルゲルビュヒライン』（Orgelbüchlein, BWV 599-644）の自筆譜（D-B Mus. ms. Bach 

























った。この５という数は、バッハの没後 1754 年に公にされた「死者略伝」Nekrolog （Dok 
III/666: 80-93）の中の、未出版作品の一覧表の先頭に出ており、「すべての主日・祝日のた
めの教会曲の年巻５つ」（Fünf Jahrgänge von Kirchenstücken, auf alle Sonn- und Festtage）とあ
る24。そして、「死者略伝」の匿名の執筆者が息子 C. P. E. バッハと弟子 J. F. アグリーコラ








































































1 140 Wachet auf, ruft uns die 
Stimme 
三位一体後





2 ---- ---- ---- ---- ---- 




















III 1725. 4/2 
／第２（1724-25） 
6 137 Lobe den Herren, den 
mächtigen König der Ehren 
三位一体後




























カンタータ年巻（＝年巻 II）に属する。これは表に ChK と示したとおり、コラールカンタ
ータからなる年巻で、バッハのレギュラー教会カンタータの中でもっとも「分かりやすい」
（他と区別しやすい）作品グループである31。バッハは第２年度の最初から途中（聖金曜日
の直前）まで、連続して 40曲のコラールカンタータを新作し（BWV 93, BWV 10がその例）、
それが年巻 II の大半を占める。つまりバッハは年巻 II を「コラールカンタータ年巻」とし
                                                           
29 新全集の校訂報告を挙げる。BWV 140（NBA I/27 KB: 128-157）、BWV 93（NBA I/17.2 KB: 11-43）、
BWV 10（NBA I/28.2 KB: 67-99）、BWV 6（NBA I/10 KB: 33-67）、BWV 137（NBA I/20 KB: 139-165） 












III に入れられた。バッハはコラールカンタータを重視し、年巻 II にまだ欠けている分を少
























































                                                           
33 このタイプのコラールカンタータは木村佐千子（Kimura 2011）が初めてまとめて論じ、W. ノイマ
ン（Neumann 1971）の用語に基づいて積極的に「コラールテクストカンタータ」と呼んだ。『シュー
プラー・コラール集』関連では BWV 137 がこのタイプである。 
34 1740 年代後半の再演では、オーボエ２本に変更されている（Kobayashi 1988: 47）。 
































コラール集』もそれがあり（Wolff 1977）、C. P. E. バッハから J. N. フォルケルを経て F. K. 
グリーペンケルルの手にわたり、ペータース版のオルガン曲全集第 VII 巻（1847）の校訂











手入れでもっとも目立つことは、第６曲 BWV 650 の中段を左手からペダルに、下段をペダ
ルから左手に変更したことである。それを示すために、アルト記号で記譜されている中段















●原曲が知られていない第２曲 BWV 646 について 

















したがって BWV 646 は他の５曲とは著しく対照的であり、これがもともとオルガン曲であ
ることを示唆している。 
 BWV 646 の起源に関する従来のさまざまな見解は、（NBA IV/1 KB: 156-159）で手際よく
まとめられている。筆写譜の資料の中には、初版楽譜とほんのわずか違いがある手稿譜 D-B 
Mus. ms. Bach P 566 (S. 10)があり、特に注目される。この手稿譜（30 ページ）の全体をよ
く調べる必要がある。これは『クラヴィーア練習曲集第３部』の一部分の筆写譜（初版楽
譜から写したもの）であって、手鍵盤のための作品すべてと、ペダルが長音価のコラール
を奏するだけの曲、および BWV 646 を、順不同で含んでいる。BWV 646 は演奏技法的に
みて同様の特徴を持つから、この手稿譜が『シュープラー・コラール集』からこれ１曲だ
けを選んで収録していることは分かる。しかしこの曲は、17 小節目後半の左手が初版楽譜








れば明らかなように、第６曲 BWV 650 だけは、原曲 BWV 137 のコラールから別のものに
変えられている： 
 
  BWV 137  Lobe den Herren, den mächtigen König der Ehren 
  BWV 650  Kommst du nun, Jesu, vom Himmel herunter auf Erden 
 
                                                           
40 筆者はこれをマイクロフィッシュで見ただけで、現物は未見である。 
41 第５曲の原曲 BWV 6 は普通のカンタータで、カンタータのタイトルはコラールとは関係がない（そ
のため、表３ではタイトルをイタリックで示してある）。BWV 649 の原曲である BWV 6/3 で歌われ






に分類されているかを見ると、BWV 137 が讃美の歌なのに対し、BWV 650 はクリスマスの
歌であって、しかも内容的には特異で、普通の降誕の歌とは異なっている。 
 以前から知られているように、このコラール旋律やそれで歌われる２つのコラール歌詞
は「新しい」もので、バッハが生まれた頃に成立した（NBA IV/1 KB: 162）。バッハが用い
ていた聖歌集の中で『ヴォペーリウス聖歌集』（Vopelius 1682, “Neu Leipziger Gesangbuch”）
やその改訂版、『ドレスデン聖歌集』（Dreßden 1725, “Das Privilegirte Ordentliche und Vermehrte 
Dreßdnische Gesang-Buch”）などには載っていない。しかし、バッハ自身が編集に関与した
















 『シュープラー・コラール集』の最後の BWV 650 にクリスマスの特異なコラールが付け 
 
                                                           

























夏（第 12 職務年度の終わり）までに成立していたことが判明する。 
 コラール関連作品についても新しい情報が得られた。最晩年の仕事と思われていた『18
のコラール』（BWV 651-668）のライプツィヒ稿の大部分が、すでに 1740 年頃に、つまり
『クラヴィーア練習曲集第３部』の出版のすぐ後に成立していたことが分かったのである44。
また、バッハ周辺の書き手（コピスト）の研究から、４声コラール集の手稿譜の１つが
1735-36 年に書かれたことも早くに知られた（Schulze 1983）。 
 ライプツィヒの主要教会で配布販売された歌詞冊子の残存物の発見（Pfau 2008）、（Wollny 
2008）によって、バッハが第 13 年度（1735-36）に G. H. シュテルツェルのレギュラー教
                                                           
43 筆者は残念ながら、『聖ゲオルグ聖歌集』の 1721 年版は見ていない。1730 年版はオンラインで見
られる。 
44 バッハ自身の筆跡の年代は、（Dadelsen 1958）で基本的なことはすべて述べられており、1735 年以
降に関しては（Kobayashi 1988）で詳細な年代が与えられた。ただし、『18 のコラール』の大部分に















ている。特に、1746-47 年頃に詳しい補足が行なわれており、その具体例は（Kobayashi 1988: 
54-59）に挙げられている。 
 ここで改めて、『シュープラー・コラール集』の出版時期を考えてみよう。初版楽譜の表
紙の記述には「ベルリンとハレのバッハ氏」とあり、W. F. バッハは 1746 年春にハレに移
ったので、出版がそれ以降であることが分かる（NBA IV/1 KB: 152）。これはしかし、もっ
と後へずらすことができる。バッハは、1747 年５月のベルリン訪問とフリードリヒ大王の
御前演奏ののち、ライプツィヒで『音楽の捧げもの』（BWV 1079）を急いで作曲し、献呈










                                                           
45 もし、『音楽の捧げもの』よりも『シュープラー・コラール集』のほうが彫版の質がいいという観






















BWV Wolfgang Schmieder, Thematisch-systematisches Verzeichnis der musikalischer 
Werke von Johann Sebastian Bach. Bach-Werke-Verzeichnis. Leipzig: Breitkopf & 
Härtel 1950; 2. überarbeitete und erweiterte Ausgabe, Wiesbaden: Breitkopf & Härtel 
1990; Kleine Ausgabe nach der von Wolfgang Schmieder vorgelegten 2. Ausgabe, 
herausgegeben von Alfred Dürr und Yoshitake Kobayashi, unter Mitarbeit von 
Kirsten Beißwenger. Wiesbaden, Leipzig [u.a.]: Breitkopf & Härtel 1998.  
NBA Neue Bach-Ausgabe. Johann Sebastian Bach. Neue Ausgabe sämtlicher Werke. 
Herausgegeben vom Johann-Sebastian-Bach-Institut Göttingen und vom Bach-Archiv 
Leipzig. 1954-2007. Kassel [u.a.]: Bärenreiter; Leipzig: Deutscher Verlag für Musik 
(bis um 1990). ［本文中では各巻を（NBA IV/1）ないし（NBA IV/1 KB）のよ
                                                           






Dok Bach-Dokumente, herausgegeben vom Bach-Archiv Leipzig. Supplement zu Johann 
Sebastian Bach. Neue Ausgabe Sämtlicher Werke. 1963ff. Leipzig: Deutscher Verlag 
für Musik (bis 1990); Kassel [u.a.]: Bärenreiter.［本文中では（Dok III/801）［＝第
３巻の文書 801］のように示す］ 
BJ Bach-Jahrbuch. Im Auftrage der Neuen Bachgesellschaft (1909- ). Leipzig: 
Evengelische Verlagsanstalt (1992- ). ISSN 0084-7682.（卷号は通巻号数ではなく
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